
電源地域の政策トッピクス

平
成
二
十
年
度
電
源
立
地
対
策
に
係
る
政
府
予
算
案
の
概
要 

経
済
産
業
省

を
継
続
す
る
。

②
放
射
性
廃
棄
物
対
策
の
強
化

九
億
円（
三
億
円
）

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
等
の

最
終
処
分
事
業
推
進
に
向
け
て
、

理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
広
聴
・

広
報
活
動
を
増
強
す
る
と
と
も
に

必
要
な
設
備
を
整
備
す
る
な
ど
取

組
を
強
化
す
る
。

③
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
、
原
子
力

発
電
施
設
立
地
地
域
共
生
交
付
金

二
十
億
円（
十
六
億
円
）

　

高
経
年
化
炉
と
立
地
地
域
と
の

共
生
を
実
現
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
の
立
地
や
プ
ル
サ
ー
マ
ル

の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

な
増
額
を
確
保
す
る
。

④
原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
企
業

立
地
支
援
事
業
費
補
助
金
の
拡
充

六
十
九
億
円（
五
十
一
億
円
）

　

製
造
業
等
の
雇
用
効
果
の
高
い
企

業
の
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
現
行

■
基
本
方
針
■

平
成
二
十
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
歳

出
の
合
理
化
を
図
り
つ
つ
、

①
原
子
力
発
電
所
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
や
最
終
処
分
施
設
の
立
地

に
対
応
し
た
地
域
振
興
の
拡
充

②
平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震

の
影
響
を
踏
ま
え
、
耐
震
安
全
性

の
評
価･

確
認
作
業
の
前
倒
し
及
び

そ
の
評
価
・
確
認
方
法
の
高
度
化

の
点
に
重
点
を
お
い
た
施
策
を
講
ず

る
こ
と
と
す
る
。

■
ポ
イ
ン
ト
■

平
成
二
十
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
右

記
の
基
本
方
針
の
も
と
、

①
電
源
立
地
対
策
に
係
る
経
済
産
業

省
分
の
政
策
的
経
費
と
し
て
千
五

百
九
十
二
億
円
（
前
年
度
比
十
五

億
円
増
）
を
確
保
す
る
と
と
も
に

②
耐
震
安
全
性
・
防
災
対
策
の
強
化

の
た
め
、
電
源
開
発
促
進
勘
定
全

体
で
百
十
四
億
円
（
前
年
度
比
三

十
四
億
円
増
）
を
計
上
し
、
こ
の

う
ち
、
電
源
立
地
対
策
に
係
る
経
済

産
業
省
分
の
予
算
か
ら
九
十
九
億
円

（
前
年
度
比
二
十
三
億
円
増
）
を
確

保
す
る

な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
。

１
．原
子
力
発
電
施
設
等
の
地
域
と

の
共
生
を
図
る
地
域
振
興

　

原
子
力
発
電
所
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
の
立
地
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
最
終
処
分
地
確
保
に
向
け
た

取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
振
興
に

係
る
施
策
を
強
化
す
る
。

①
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　

千
百
四
億
円（
千
五
十
四
億
円
）

　

原
子
力
発
電
所
や
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
の
立
地
の
進
展
に
伴
う
増
額

を
確
保
す
る
。
ま
た
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
等
の
最
終
処
分
候
補
地

の
選
定
を
促
進
す
る
た
め
、
文
献
調

査
段
階
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
の
交
付
額
を
単
年
度
あ
た
り
十
億

円
（
総
額
二
十
億
円
）
に
す
る
措
置

成
す
る
。

・
原
子
力
発
電
施
設
等
緊
急
時
安
全

対
策
交
付
金

三
十
三
億
円（
三
十
二
億
円
）

・
原
子
力
発
電
施
設
等
緊
急
時
対
策

技
術
等四

十
四
億
円（
三
十
一
億
円
）

・
原
子
力
発
電
施
設
等
の
耐
震
性
評

価
技
術
に
関
す
る
試
験
及
び
調
査

十
四
億
円（
十
四
億
円
）

②
高
経
年
化
対
策
等
原
子
力
安
全
確
保

対
策
の
拡
充

　

耐
震
安
全
性
対
策
の
み
な
ら
ず
、

高
経
年
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
原

子
力
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策

に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
さ
ら
に
そ

の
手
法
を
高
度
化
す
る
た
め
に
、
国

内
材
料
試
験
炉
を
活
用
し
た
照
射
設

備
の
拡
充
を
進
め
る
な
ど
技
術
基
盤

整
備
や
安
全
研
究
を
推
進
す
る
。

・
高
経
年
化
対
策
強
化
基
盤
整
備
事
業

十
四
億
円（
十
三
億
円
）

・
軽
水
炉
燃
材
料
詳
細
健
全
性
調
査

十
八
億
円（
七
億
円
）

※（　

）内
は
平
成
十
九
年
度
予
算
額

平成 20年度予算案 平成19年度予算額 増▲減

1.電源地域振興 1,302 1,289 13

・電源立地地域対策交付金 （1,104） （1,054） （50）

・原子力発電施設等立地地域特別交付金 （32） （30） （2）

・核燃料サイクル交付金 （10） （8） （2）

・原子力発電施設立地地域共生交付金 （10） （8） （2）

2.原子力安全・防災対策 266 264 2

3.その他 24 24 1

政策的経費計 1,592 1,577 15

周辺地域整備資金への積立 96 110 ▲ 14

（累積額） （1,079） （1,120） （▲ 41）

経済産業省計 1,688 1,687 1

の
電
気
料
金
の
補
助
制
度
に
加
え
て
、

製
造
業
等
が
新
増
設
し
た
場
合
に
お

い
て
、
新
た
な
雇
用
に
応
じ
た
補
助

を
行
う
制
度
を
新
設
す
る
。

※
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
へ
の
平
成
十
九
年
度
内
の

事
前
了
解
を
交
付
要
件
と
し
て
い
た
が
、

平
成
二
十
年
度
内
ま
で
に
、
期
間
を
一
年

間
延
長
す
る
。

２
．原
子
力
安
全
・
防
災
対
策
の
確

実
な
推
進

①
原
子
力
耐
震
・
防
災
対
策
の
強
化

　

平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震

が
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
与
え

た
影
響
を
踏
ま
え
、
耐
震
安
全
性

の
評
価
・
確
認
作
業
の
前
倒
し
及
び

そ
の
評
価
・
確
認
方
法
の
高
度
化
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お

け
る
防
災
シ
ス
テ
ム
等
の
機
能
強
化

を
図
る
。
そ
の
他
、
原
子
力
安
全
性

に
関
す
る
広
聴
・
広
報
活
動
を
拡
充

し
、
迅
速
か
つ
き
め
細
や
か
な
原
子

力
安
全
性
情
報
の
提
供
の
強
化
を
図

り
、
原
子
力
に
対
す
る
安
心
感
を
醸（注）合計は四捨五入の関係で一致しないことがある。

平成20年度電源立地対策政府予算案の概要

電気のふるさと vol.11 1011 電気のふるさと vol.11




